


2022年5月28日　メルパルク名古屋於

　2022年度定期総会は、新型コロナウィルス感染が収まりを見せ始めた5月28日にメルパルク名古屋で
開催することになりました。
　当初、名工大学内での開催も視野に入れ、会場を確保しておりましたが、新型コロナ対策により、
学外者の使用許可の見通しが立たなかったことから、メルパルク名古屋での開催となりました。まだ
懇親会の開催には至りませんでしたが、特別講演会まで開催することができました。
　会議の前日、理事長が「濃厚接触者」と疑われることがあり、筆頭副理事長の河邊副理事長が定期総
会の議長を代行し開催しました。理事長からは、リモートにより挨拶をいただきました。（後日、理事
長は、陰性であることが確認されました。）
　以下報告します。

　定期総会
　一般社団法人名古屋工業会の定期総会は、名古屋市東区のメルパルク名古屋2階の平安の間において、
5月28日（土）14時から開催されました。会議には、約60名の会員が出席し、会場外にはYouTubeによ
るライブ配信が行われました。
　内藤常務理事の司会で開会し、河邊副理事長を議長とし、加川理事長のリモートによる挨拶の後、
成立状況の確認、議事録署名人の指名を行いました。
　議事進行の都合上、第1号議案「2021年度事業報告及び収支決算案」、第5号議案「全学同窓会について」、
第3号議案「一般社団法人名古屋工業会定款の改正について」、第2号議案「2022年度事業計画及び収支予
算案」、第4号議案「役員の選任について」の順で審議されました。
　第1号議案、第2号議案、第4号議案については、各議案とも、会場出席（委任状を含む）と書面による
表決により、過半数に達しており、原案どおり議決されました。
　また、第3号議案については、「総代議員の半数以上であって、総代議員の議決権の3分の2以上」の要
件に対し、会場出席（委任状を含む）と書面による表決により、要件に達しており、原案どおり議決さ
れました。
　なお、第5号議案は、報告事項でした。

会員総会
　初めに、出席した役員の紹介があり、続いて、常務理事を退任し引き続き理事をされる内藤克己氏
（A43）、新たに副理事長に就任した長谷部勲氏（K56）、新たに常務理事に就任した仁科健氏（B50）から
挨拶がありました。
　次に、加川純一理事長のリモートによる挨拶の後、会長（学長）に代わって河邊伸二学長特別補佐の
挨拶がありました。
　叙勲受章者への記念品の贈呈、卒業満70,60,50,40周年を迎えられた方への顕彰の報告が行われました。
　最後に学歌「東海の邦のほまれに」を声高らかに歌い閉会しました。

特別講演会
　会員総会終了後、特別講演会を開催しました。ダイハツ工業株式会社元代表取締役会長、中部産業
連盟会長、伊奈功一氏（K46）に「トヨタとダイハツで学んだこと」と題して、ご講演をいただきました。
伊奈氏には、新型コロナによる延期で、2年間にわたりお待ちいただき、ようやく開催することができ
ました。
　伊奈氏は、自らの体験に基づき、実例を交えたご高話をされ、聴講者一同、時間を忘れて聴き入り
ました。講演後に、多数の質問にも答えていただき、満場の拍手の中、終了しました。

2022年度定期総会・会員総会・特別講演会 報告
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　2022年度の名古屋工業会会員総会開催にあた
り御挨拶をさせていただきます。
　メルパルク名古屋にお集まりいただいた皆
様、そしてリモートで参加いただいている皆様、
お忙しい中、誠にありがとうございます。一昨
年、昨年と新型コロナウィルス禍で通常の総会
の開催ができませんでした。今年もまだ完全に
は収まってはおらず、総会の開催を決定する時
期には大学施設の借用が難しい状況でしたの
で、ここメルパルク名古屋にて開催させていた
だきました。東海地区の皆様だけではなく、中
には遠方からも対面で参加していただいている
方がおられますが、多くの方がリモートで参加
され、書面審査をお願いすることになりました。
　コロナ禍により各支部とも総会をはじめとし
た種々の活動に制限が付き、不便な状態が続い
ています。従来のような活動が行える日々が一
日でも早く来ることを望んでいます。
　さて、まずは先程定期総会にて予定された議
題を審議いただき、すべて終了しましたことを
ご報告します。名古屋工業会の活動の一つの柱
である『大学支援事業』はコロナ禍でも従来通
り進めてまいりました。従来は大学支援金の多
くが学生の短期留学支援に活用されてきました
が、ここ２年間は学生へのコロナ支援に活用さ
れました。
　また、例年行っています奨学金制度は従来ど
おり実施しましたし、コロナ禍で制約がある中、
一所懸命活動されておられる課外活動も支援さ
せていただきました。
　今回の定期総会では大幅に会員が増加してい
る三河支部長にも副理事長として本部役員に加
わっていただくよう、定款を改訂させていただ

きました。また、現在の卒業生の多くは入学時
に終身会員になっていただいており、急激に会
員数の増加が進んでいます。名古屋工業会とし
ても「全学同窓会」へと脱皮するため、今後も
組織や活動の見直しを行っていきたいと思いま
す。
　財政面、特に収入は、新入生の終身会員会費
に依存しております。いろいろな不安定要素が
ありますので、昨年度実施した支部交付金の見
直しは継続していくつもりです。支出面では、
本部、支部を問わずコロナ禍による活動の制約
があり、結果として多少余裕のある数字となり、
終身会員の活動費のための積立金を計上できま
した。
　2021年度の活動詳細については後ほど説明さ
せていただくとともに、2022年度も2021年度同
様の活動を行っていく予定です。
　兎にも角にも一刻も早くコロナ禍が去り、更
にはウクライナ戦争も早く終結し、　以前の生
活に戻ってほしいものです。
　本日は特別講演会で、新型コロナ禍により延
期し、2年越しでの開催となった元ダイハツ工
業株式会社会長の伊奈功一様に『トヨタとダイ
ハツで学んだこと』という演題で講演いただき
ます。リモートで参加されている皆様もお聴き
いただきたくお願いします。
　これからも名古屋工業会、そして母校名古屋
工業大学へのご支援をお願いして私からのご挨
拶とさせていただきます。

一般社団法人名古屋工業会
理事長　加川 純一（K49）

理 事 長 挨 拶
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　皆様、こんにちは　名古屋工業大学長木下隆
利先生に代わりまして、学長特別補佐、卒業生
連携室長兼基金室長の河邊伸二がご挨拶いたし
ます。本日の総会の開催、おめでとうございま
す。まだまだコロナ禍が続いております中、関
係者の皆様の準備等のご尽力に敬意を表しま
す。
　はじめに、新型コロナウイルス感染症に伴う
学生援助に対するご支援へのお礼とご報告を申
し上げます。
　2021年4月から2022年3月において皆様からお
預かりした寄付金は、個人、団体合わせて588
件、８千万円を越えました。「名古屋工業大学
学生生活支援金」として学生5135名に一人当た
り５千円、授業料免除支援として18名に一人当
たり13万円を支給しました。また課外活動支援
などに還元させていただきました。
　基金室長として、ご協力・ご尽力くださった
方々にこの場をお借りして、心より御礼申し上
げます。さらに、卒業生連携室長として、卒業
生の皆様の常日頃の多大なる大学支援に心より
感謝いたします。
　大学の近況として、この春、６年一貫の「創
造工学教育課程」の第１期修了生が誕生しまし
た。さらに、第二部を発展させ、「基幹工学教
育課程」がスタートしました。再編により工学
部は、「高度工学教育課程」「創造工学教育課程」
「基幹工学教育課程」の３本柱になります。
　なお、今年度は、ハイブリッド形式の授業形
態で、一部、対面授業で実施しています。コロ
ナ禍の中、常に、学生にとって最善の形態とな
るように対応しています。
　また、若手研究者を積極的に雇用する一方、
女性限定のスタートアップ助教制度を2020年4
月から開設しました。本学に勤めて給料をもら

いながら社会人ドクターとして学位を取得し、
将来、本学教員として活躍していただく女性限
定の制度です。
　さて、名古屋工業大学は、新企画として「アー
トフルキャンパス構想」を提案しました。4月1
日に、愛知県立芸術大学と協定して、美術品の
展示や両校の学生が協働して描く壁画の製作を
進めています。コロナで傷んだ学生・教職員の
心の癒しに繋げると同時に、「心で工学」を実
践するプラットフォームの整備と位置付けてい
ます。ご賛同くださる皆様には、「アートフル
キャンパス整備基金 ご寄付のお願い」を検索
し、寄付をご支援下さりますよう、お願い申し
上げます。ここで、「アートフルキャンパス構想」
の作品を、スライドを用いて、紹介いたします。
　今後とも名古屋工業大学を応援してくださ
い。さらに一層の、ご寄付へのご理解とご協力
をお願い申し上げます。教育研究環境の整備充
実のための一般基金と、若手研究者や課外活動
を支援する特定基金があります。「名工大基金」
で検索していただきますと、ご寄付できますの
で、切にお願い申し上げます。なお、昨年、名
古屋工業会大阪支部の会員の方から200万円の
多額のご寄付を賜りました。
　名古屋工業大学は、技術が人間を追い越した
とされる時代にこうして、工学を「心ですべき
学問」と位置づけ、「心で工学」を合言葉に、
ものづくり・ひとづくり・未来づくりに励んで
まいります。以上、簡単ですが、ご挨拶と大学
の近況といたします。

国立大学法人名古屋工業大学学長特別補佐
一般社団法人名古屋工業会副理事長

　河邊 伸二（A59）

学長特別補佐挨拶
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令和4年5月28日
会員各位

一般社団法人　名古屋工業会　
理事長　加川　純一　

令和４年度定期総会及び決議ご通知

令和４年５月28日(土)開催の一般社団法人名古屋工業会定期総会において、議案全てが議決
されましたのでご通知申しあげます。
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　　表紙写真説明

「涼を取る」（阿弥陀ケ滝）岐阜県郡上市
撮影者　名古屋工業会事務局
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OH T L I N E

ホットラインホットライン 表 彰 者 紹 介  

　2021年度叙位・叙勲受章者は以下のとおりです。
　2022年度の名古屋工業会の総会で、工業会より表彰を行う予定としておりましたが、新型コロナウィ
ルス感染症拡大防止により中止と致しましたので、記念品をご自宅へ郵送させていただきました。

【学　歴】
1984年 3月 京都大学理学部 卒業
1989年 3月 京都大学大学院理学研究科
 博士課程修了

【職　歴】
1990年 4月 分子科学研究所 博士研究員
1992年11月 理化学研究所 博士研究員
1993年12月 京都大学大学院理学研究科 助手
1999年 1月 京都大学大学院理学研究科 講師
2001年11月 名古屋工業大学大学院工学研究科
 助教授
2003年 4月 名古屋工業大学大学院工学研究科
 教授
2022年 4月 名古屋工業大学大学院工学研究科
 特別教授

コメント：紫は、私が研究してきた様々なロドプ
シンの色であり、研究に関わったすべての方に心
より感謝いたします。私たちの研究分野は様々な
学問の境界領域であり、医学や工業への展開も可
能です。これからも意欲あふれる名工大の学生さ
んとともに、ロドプシン研究を前に進めます。

【学　歴】
1975年 3月 名古屋工業大学土木工学科（Ⅱ部）
 卒業 
1977年 3月 名古屋工業大学大学院工学研究科
 （土木工学専攻）修了

【職　歴】
1977年 4月 運輸省 入省
1984年10月 関西国際空港株式会社へ出向
1995年 5月 茨城県土木部港湾課長
2006年 4月 国土交通省国土技術政策総合研究所
 副所長
2008年 8月 国土交通省 退職
2020年10月 特定非営利活動法人 港湾保安対策機構
 理事長就任

コメント：この度は、母校より過分なるお祝いの
品を頂戴し、名古屋工業会各位のご厚情に心より
感謝申し上げます。私といたしましては、此の度
の受章は誠に奇跡とも思え、身の丈に余る礼服を
お与え頂いた様な心持ちで少々落ち着かない感じ
が致しております。振り返りますと、大過小過の
連続の様な気が致しますが、良き先輩、同僚、仲
間の皆様に支えられましたこと改めて感謝申し上
げます。私の受章が少しでも母校の名誉に寄与し
ておりましたら誠に嬉しい限りです。名古屋工業
大学の益々の御発展を祈念申し上げます。

「紫綬褒章」
（生物物理学研究功績）

神取　秀樹

「瑞宝中綬章」
（国土交通行政事務功労）

山根　隆行
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【学　歴】
1964年 3月 大阪大学工学部構築工学科 卒業
1966年 3月 京都大学工学研究科 土木工学専攻
 修士課程 修了

【職　歴】
1966年 4月 京都大学工学部 助手
1968年 4月 名古屋工業大学 講師
1974年10月 名古屋工業大学 助教授
1983年10月 名古屋工業大学 教授
2002年 4月 名城大学 教授
 名古屋工業大学 名誉教授
2011年 3月 名城大学 退職

コメント：一般社団法人名古屋工業会様より思い
もかけずこの度の私の叙勲に対し丁重なるお祝い
と記念品を頂戴いたしまして、誠に恐縮し、また
光栄に存じております。ありがとうございました。
報道等で名古屋工業大学の教員や卒業生の活躍ぶ
りを時折拝見いたします。名古屋工業大学と貴工
業会の益々のご発展をお祈り申し上げます。

【学　歴】
1965年 3月 東京大学理学部化学科 卒業 
1970年 3月 東京大学理学研究科 化学専攻
 博士課程修了 理学博士

【職　歴】
1970年 7月 名古屋工業大学化学教室 講師
1971年12月 名古屋工業大学化学教室 助教授
1974年 9月 米国ノースウェスタン大学 客員准教授
1984年 3月 名古屋工業大学工学部 教授
1996年 4月 名古屋工業大学大学院工学研究科に
 配置換え
2004年 3月 名古屋工業大学 定年退職
2004年 4月 名古屋工業大学 名誉教授

コメント：名古屋工業会からの記念品、有難く頂
戴致しました。今回の叙勲は金原子をはじめとす
る金属クラスター合成研究に対するものですが、
2003年の国の「悪手」である大学法人化に強く反
対した私に叙勲を賜った文科省の懐の深さはさす
がです。危惧した通り、大学の基礎研究は危機的
状況です。「民族主義」を捨て、「広い視野と展望」
を持って、名工大がこの危機に対処されることを
祈願しております。

「瑞宝中綬章」
（教育研究功労）

松井　　寛

「瑞宝中綬章」
（教育研究功労）

尾中　　証
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１．はじめに
　2018年度版の経済産業省「ものづくり白書（製
造基盤白書）」に筆者の提言が取り入れられまし
た。その趣旨は、「設計段階から品質管理を意
識した仕組み作りを行わなければならない。ミ
スがある設計や、品質担保が難しい設計になっ
ている場合は、製造現場でいくら頑張って品質
管理に取り組んだとしても品質担保が難しくな
る」ということです。
　ものづくりはカイゼンなどの「現場力」と共
に、設計段階の取り組み「設計力」が大切なので
す。＊「設計力」は弊社ワールドテックの登録商標
　従って、「設計段階で品質とコストの80％が
決まる」という現実をも踏まえ、それにふさわ
しい設計段階の取り組みを実践することが不可
欠、且つ普遍的な課題です。
　この設計段階の取り組みは、大きく2つに分
かれます。「先行開発」と「量産設計」の取り組み
です。先行開発が、競合企業に対し品質やコス
トの面で「優位性」を確保し、量産設計は、顧客
の「信頼」を保ち続ける取り組みです。

２．先行開発の取り組み
　今回は、競合企業に対し優位性を確保する
「先行開発」の取り組みについて、筆者の経
験を紹介します。現在、 自動車業界はCASE   
（Connected;コネクテッド、 Autonomous;自動
運転、Sharing;シェアリング、Electric;電動化）
の進化で100年に1度の変革期を迎えたといわれ
ています。しかし、実は1980年代にも自動車業
界は大きな変革期を経験しました。エンジンシ
ステムがキャブレター方式から電子制御燃料噴
射システム（EFIシステム）に急速に置き換わっ
たのです。
　この大変革期に、自動車部品メーカーの開発

設計者だった筆者が経験した、電子制御システ
ムを構成するセンサーの先行開発を取り上げま
す。
　開発のリソースを確保し、次に開発する製品
を選び、更には競合企業に優位に立つ目標値を
見いだす、までの先行開発の取り組みについて、
考え方と根拠を重点に紹介します。
　特に、電動化の進展でエンジン部品が減るな
ど、危機感を覚えている方々には一読いただき
たいと思っています。

2.1開発する製品の選定
　開発する製品の選定とは、優位性（以下、ダ
ントツ）を狙う新製品を決める取り組みです。
次の手順を踏みました。
　（1）市場動向の把握 
　（2）開発リソースの確保
　（3）新製品を選ぶ方針決め
　（4）方針に基づく新製品の選定
（1）市場動向の把握 
　当時、前述のように自動車用エンジンシステ
ムを、キャブレターから電子制御燃料噴射シス
テムヘ転換する動きが急速に進みました。（図1）
　その結果、新たな製品が数多く誕生する状況
でした。電子制御燃料噴射システムに使われる
新製品をタイムリーに開発する部署は、事業を
大きく伸ばしていました。新製品の開発は、シ
ステムの変革期に乗り遅れずに取り組むことが

交流コーナー交流コーナー

K O U R Y U

先行開発こそが優位性を確保する
～目標設定にフロントローディングを～

株式会社ワールドテック 代表取締役　寺倉　修（Ｆ50）

図１．法規制の強化でエンジンシステムが大きく変化
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大切です。
　一方で、キャブレターシステムに使われる製
品を開発設計していた筆者のグループは新規製
品の開発が減り、事業は先細りの状況でした。
そこで、新しい製品を開発し、この事態を打開
することにしたのです。

（2）開発リソースの確保
　こうして新製品の開発を打ち出しましたが、
開発には人と資金が必要です。しかし、新製品
を開発する旗印を掲げても、意気込みだけでは
人も資金も補充されませんでした。そこで、自
職場内で人と資金を捻出する取り組みを開始し
ました。「選択と集中」によるアウトソーシング
です。
　自職場では複数の製品を担当していました
が、売り上げがそれなりに大きい製品もあれば、
小さいものもありました。そこで、製品別に設
計者1人当たりの売り上げを計算し、1人当たり
の売り上げの大きなものは開発を継続し、小さ
なものはアウトソーシングすることにしたので
す。この選択と集中の判断甚準は、事業部にお
ける設計者一人当たりの売り上げの目標値とし
ました。（図2）

（３）新製品を選ぶ方針決め
　選択と集中で開発リソースを捻出したのです
が、続いての取り組みは、それまでの製品開発
の振り返りです。何故か、忙しさの割には売り
上げが常に少なかったのです。そこで、同じ轍
を踏まないよう、まず振り返りを行い、それを

踏まえ、取り組む「方針」を決めたのです。
　手順は、
　①これまでの開発の間題点を見いだす
　②真の原因を明らかにし、方針を決定する
①これまでの開発の問題点を見いだす
　継続的に新製品を市場に投人してきたにも拘
わらず、なぜ売り上げが小さいのか、既存製品
のQ（性能や信頼性など）とC（コスト）、D（こ
こでは投入時期） の点で振り返りました。しか
し、顧客に悪影響を与えている要因は認められ
ず、競合企業にも劣っていませんでした。
　これに対し、隣の部署は売り上げがかなり大
きく、利益もしっかり確保して事業部の柱と
なっていました。筆者の部署の売り上げは1/10
に満たず、差は歴然でした。隣の部署の製品は
まさに成功例だったのです。
　そこで、この成功している例を基に、これま
での取り組みの何がまずかったか議論を深めま
した。「成功例との比較」です。結果、従来の問
題点は、「売り上げが小さな製品ばかりを手掛
けてきたことにある」という判断に至りました。
それまで、売り上げが小さな製品ばかりを手掛
けていることが、実は大きな課題であると、認
識していなかったのです。
②真の原因を明らかにし、方針を決定する
　次は、原因について議論しました。なぜ売り
上げの小さい製品ばかり開発してきたのか、や
り方のまずさの「真の原因」への掘り下げです。
真の原因は「管理上の原因」とも表現します。
　管理上の原因を明らかにする価値は、これか
らの開発の「方針」が決まるところにあります。
管理上の原因を裏返せば、それが方針です。
　管理上の原因は、「限定されたシステム向け
の製品ばかり…標準化設計を取り入れていな
かった」。これを踏まえ、「汎用システムを対象
に、広く世界に通用する製品を選び開発する」
という、新製品を選ぶ方針を決定しました。
　管理上の原因の見極めには、多くのメンバー
と共に十分に時間をかけて検討したいもので
す。なぜなら、導かれた原因から、新製品を選
ぶ方針が見いだされ、以降の活動が決まるから

図２．売り上げを基に選択と集中
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です。
　方針が、先行開発の取り組みに大きく影響す
るのです。方針が異なると、選定する製品が全
く別のものになってしまいます。従って、「方
針決め」に「フロントローディング」することが
大切なのです。

（4）方針に基づく新製品の選定
　新製品選定の方針が決まったので、次は、具
体的に製品の選定に取り組みました。
　手順は、
　①システムを選ぶ
　②開発する製品を決定する
①システムを選ぶ
　まず、製品を選ぶため、システムを調査しま
した。自動車の電子制御システムはどのような
システムがあり、どれだけの製品（センサー）が
使われているのか、調べたのです。（図3）
　手順は、
　A. 車載電子制御システムの情報収集
　B. システムを構成するセンサーをリスト

アップ
　C. さまざまなセンサーの市場規模をシステ

ム別に推定
　D. 将来性をも判断し、対象とするシステム

を選定
　検討には、「ロードマップ」（各電子制御シス
テムの動向の見極め）を使いました。結果、選
んだのは駆動系システムでした。当時は駆動系
センサーの市場規模は小さかったのですが、急
速に電子制御化が進むと判断しました。新たな
市場の拡大が期待されたのです。情報は待ちの

姿勢では集まりません。「足で稼ぐ情報収集」と
いう根気の要る取り組みが不可欠です。

②開発する製品を決定する
　システムを選んだので、次に製品の選定に取
りかかりました。10年のスパン（期間）でシステ
ムの進化を推定し、システムに使われる各製品
の市場規模を定量的に予測しました。その手順
は次の通りです。
　A.  対象システムの推移を予測
　B. それに伴う制御の動向を推定
　C. その制御をコントロールするために必要

な物理量を判断
　D. その物理量を扱うための製品の見極め
　このようにして開発する製品を決定したので
す。もちろん、選んだ製品が職場の基盤技術の
延長線上で対応できるかどうかも重要な判断基
準でした。

2.2ダントツ目標値の設定
　こうして開発する製品が決まったので、次は
競合企業に優位に立つダントツ目標値の設定で
す。
　手順は、
　（1）ベンチマーキングによるダントツ目標項

目の選定
　（2）ダントツ目標値の決定
（1）ベンチマーキングによるダントツ目標項目
の選定
　まず、ワールドワイドな調査を行いました。
世界市場では複数の先行企業があったのです
が、いわゆる「ダントツ企業」がないということ
が分かりました。この状況を私たちは勝つチャ
ンスと捉えました。すなわち、ダントツ企業が
なぜないのかを踏まえれば、勝つための目標項
目を絞り込み、見いだせると判断したのです。
　手順は、以下です。
①ワールドワイドな他社製品調査
　開発する上で競合となる世界の主な企業の製
品を取り寄せ、性能や機能、体格、構造、コス
トなどを精査しました。すなわち、「他社製品図３．当時の電子制御システムの構成（例）
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調査」です。
　分かったことは、世界のどの企業の製品も、
コンセプトが類似しており、性能やコストの「差
異化」ができていないことでした。
②ダントツ目標項目設定
　なぜ差異化できていないのだろうか、開発の
取り組み方の原因、すなわち「管理上の原因」を
議論しました。
第1原因：「性能差なし・コスト差なし」という

事実がある
第2原因：「納入先の要求通り設計・基本構造が

同じ」ということが原因だろう
第3原因：「システム上の「うれしさ」をつかんで

いない・既存技術の範囲内での設計」
をしていると判断できる

　結果、「顧客のシステムを考えていない」、「既
存の技術から抜け出せない設計」という「管理上
の原因」に行きついたのです。
　先述の通り、管理上の原因を裏返すと対応方
針が決まります。方針は、『顧客のシステムに「真
のうれしさ」があるダントツ性能』、および、『「差
異化技術」によるダントツコスト』達成としまし
た。（図4） 

（2）ダントツ目標値を設定
　ダントツ性能とダントツコストと２つ開発項
目を設定したので、次はその値の設定です。こ
こでは、ダントツ性能の値を決めた取り組みを
紹介します。
　性能に対する方針は、「顧客のシステムに真
のうれしさがあるダントツ性能」達成でした。

「真のニーズ」（顧客のうれしさを商品仕様に置
き換えたもの）を掘り起こさねばなりません。       
　チーム全員「部品技術屋」でしたが、その立場
にとどまらず、「システム技術屋」として取り組
みました。（図5）

　顧客の立場に立って真のニーズを探したので
す。まず調査方法を検討。システム実機調査や
文献調査、特許調査、自動車メーカーヘの出向
者情報などを挙げました。予想効果や工数、要
する期間などを踏まえ、実機調査と出向者情報
の２本柱で進めることにしたのです。こうし
て、社内の実験部署と他の関係部署、出向者な
どで部門横断型チーム（クロスファンクショナ
ルチーム）を結成。システムの勉強会や出向者
との意見交換会などを計画的に行い、顕在化し
ていないニーズの掘り起こしを進めていきまし
た。
　結果、顧客にとってうれしいシステムコスト
ダウンとなるダントツの性能値を見いだしたの
です。顧客へ提案したところ、その通りと受け
入れられました。まさにこれが提案型の取り組
みでしょう。
　次は、ダントツ目標値が持つネック技術突破
への取り組みですが、今回はここまでです。以
降の取り組みは、またの機会があれば紹介しま
す。
　先行開発とは、競合企業に優位に立つ、究極
は世界No,1の目途付けをする取り組みです。今
回は先行開発の中のダントツの目標値設定まで
の取り組みを紹介しました。
　競合企業に優位に立てるか、顧客が製品を受
け入れるかは、ここで紹介したように設定する

図５．上位のシステム技術者として真のニーズの
掘り起こし

図４．管理上の原因から対応方針を見いだす
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目標値が大きく影響します。目標値決めには十
分時間を掛けねばなりません。開発期間中に目
標値を変更する影響の大きさをも考えると、製
品の職場での重要度にもよりますが、半年や1
年といった時間を掛けても惜しくはないはずで

■筆者紹介
　1975年　名古屋工業大学計測工学科  卒業
　1978年　株式会社 デンソー（当時 日本電装）入社
　2005年　株式会社 ワールドテック 代表取締役
　現在に至る
＊弊社は、大手自動車部品企業出身者が集まり、ものづくりの支援を行っ
ています。「ごきそ」裏表紙の広告をご覧ください

●著書
　✽「設計力」こそが品質を決める（2020 第9刷）
　✽「設計力」を支えるデザインレビューの実際（2018第4刷）
　✽「設計力」こそがダントツ製品を生み出す（2018）  
　　以上、日刊工業新聞社
　✽開発設計の教科書（2019年） 日経BP社
　
●日経ⅹＴECHコラム「設計力の魂」をオンライン連載
　（100回目2022年5月）
　https://tech.nikkeibp.co.jp/atcl/nxt/column/18/00036/

す。目標値決めに是非フロントローディングし
てください。
　最後に、名工大出身者の方々が、世界No.1の
ものづくりへ挑戦されることを願ってやみませ
ん。
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B U N K I J IS H I N

新聞記事コーナー新聞記事コーナー
 

掲載日 刊 面 氏　名 所属学科等 記事タイトル（内容）

2022/4/3 朝 14 名古屋工業大学 ― (広告)２０２２年躍進する大学の学長メッセージ

2022/4/9 朝 28 伊藤孝紀 社会工学専攻 ＣＢＣ審議会委員決まる

2022/4/9 朝 22 野球部 ― 愛知大学野球　きょう開幕　つかめ　春の栄冠　昨秋王者
６校が追う

2022/4/23 朝 16 川崎晋司 生命・応用化学専攻 「社会貢献役立てて」　ＪＫＡが補助金交付　県内16団
体・個人に

2022/4/30 朝 17 北川啓介 社会工学専攻 安価で高性能　簡易住宅　名工大教授が考案　数時間で
完成、宇宙に応用も

2022/5/1 朝 3 名古屋工業大学 ― 10兆円基金　名大など申請へ　国立大調査　27校検討、
42校見送り地方大　格差拡大を懸念　

2022/5/3 朝 16 秀島栄三 社会工学専攻 黒川の生態系や歴史を動画で紹介　名古屋・北区が「ぜん
ぶ歩いてみた！」公開

2022/5/3 朝 16 田住　梓 在校生
（社会工学専攻）

Ｚ世代のリアル　（１）名古屋の作品制作団体「ＮＤ３Ｍ」
デジタルで発想を形に

2022/5/14 朝 18 中野二郎 元教員
（建築学科助手）

名古屋にゆかり　マンドリン界の草分け　故中野二郎さん
の功績知って　親交あった研究者　工藤さん出版

2022/5/20 朝 1 萱場祐一 社会工学専攻 農業用　別河川から取水　明治用水　愛知県が緊急許可
工業用確保めど

2022/5/21 朝 13 伊藤孝紀 社会工学専攻 コロナ後　街の未来像は　名古屋・名駅南地区で勉強会

2022/5/26 尾張版
朝 12 麓　和善 名誉教授

（社会工学専攻）
「費用は億単位」　江南市が保存断念　価値判断ないまま
久昌寺解体　郷土史研究会会長　「タイミング遅すぎた」

2022/5/30 朝 9 ボート部 ― ｓｐｏｒｔｓ愛知 ◇中部学生選手権競漕

2022/5/31 三重版
朝 15 水泳部 ― 水泳　中部学生短水路競技大会（29日・愛院大）＝１位記録

2022/6/1 朝 7 名古屋工業大学 ― 工場効率化へ新研究所　豊田織機×名工大

2022/6/2 朝 15 水泳部 ― 水泳　中部学生短水路競技大会（５月２９日・愛院大）＝１
位記録

2022/6/5 朝 19 野球部 ― 野球　愛知大学リーグ入れ替え戦（２部）名商大に惜敗
（４日）＝中日新聞社後援

2022/6/6 朝 19 野球部 ― 野球　愛知大学リーグ入れ替え戦（２部３部）名商大に惜
敗（５日・愛院大）＝中日新聞社後援

中日新聞
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と　き　令和4年4月9日（土）
　　　　13時30分～ 17時00分
ところ　名古屋文理大学文化フォーラム
　　　　（稲沢市民会館）小ホール

　２年続いて書面審議となった尾張支部総会
を、今年度は何とか対面で開催できないかと準
備を進めてきたが、懇親会だけは知事や本部の
要請に従って中止の決断をした。従って参加費
は無料とした。コロナ禍が続く中、例年のほぼ
半数の31名が参加した。以下、その報告である。

≪第１部：支部総会≫
　一昨年の令和２年４月11日、名古屋工業会尾
張支部総会（書面審議）において承認された前支
部長・音無通男氏の後任で、名古屋工業会尾張
支部長の伊

いとう

藤美
よしやす

保（D44）の挨拶のあと、ご来賓
の名古屋工業会理事長の加川純一氏、名古屋工
業大学学長特別補佐の河邊伸二教授よりそれぞ
れご挨拶をいただきました。又、本部から内藤
常務理事にもご臨席いただきました。
（1）事業報告・行事計画の提案
冒頭に、３年目の支部長（本部代議員も兼ね
る）としての抱負

①　本来の同窓会としての使命であると思われ
る「職域間の交流に貢献」することを重視した

令和４（2022）年度　尾張支部総会報告
い。各職業間の交流・利益供与に貢献。その
ための恒常的な交流会も検討したい。

②　①の実現のために、若い会員、未だ会員に
なってみえない同窓生、そして女性の会員の
支部活動への参加を促す。支部総会や工場（社
会）見学会への参加費の削減も模索。

③　魅力ある支部総会・支部工場（社会）見学
会・交流会の充実のため、ボランティア活動
となっている支部役員会等への絶大なる援助
を検討したい。せめて、活動の旅費を本部な
みに支払うこと。

④　2021年度事業報告では、新型コロナウィル
ス感染症拡大防止のため、本部・支部ともほ
とんどの活動が中止になり、書面審議が中心
となった。支部役員会は、５回の内３回が対
面、後はメールでの審議となった。

⑤　事業計画案も併せて提案：支部活動の充実・
活性化を図り、会員相互の交流を一層促進す
る。そのため、本部行事（定期総会・会員総会、
見学会・新年互礼会等）への参加、支部関係
行事（2023年4月8日・土に予定されている支
部総会、蒲郡市に予定されている工場・社会
見学会、支部役員会等）に積極的に参加する。

（2）会計報告・会計監査報告：魚住弘一会計幹
事から会計報告、山内勝博監事から会計監査
報告があった。

（3）支部役員人事案の提案：支部長から新役員
１名を含む「2022年度尾張支部役員人事案」が
提案された。

　2021年度事業報告、会計報告・監査報告、
2022年度事業計画案・支部役員人事案は、全
員一致で了承された。

≪第２部：特別講演≫
　「分子から見る光エネルギーと生命科学」と題
して、名古屋工業大学大学院工学研究科・共同加川理事長ご挨拶

情報情報 ネットワークネットワーク
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ナノメディシン科学専攻教授の出羽毅久先生の
ご講演を拝聴しました。
　コロナウィルスワクチンで一般に知られるよ
うになったDNAとmRNAの関係に始まり、光
合成生物の進化、次に天然の光エネルギー変換
システムの“光合成”の仕組みを、最後に現在非
常に脚光を浴びている人類が考えた“人工光合
成”のお話を頂きました。難解な内容をわかり
やすく説明されつつ、日本の技術で夢の人工光
合成が世界に先駆けて実用化されるのではない
かとの期待を抱いた内容でした。

（第2部の文責：小久江副支部長）

≪第３部：ミニコンサート≫
　コーヒータイムの後、尾張支部恒例、お待ち
かねのミニコンサートは、ソプラノに西畑佳澄、
鈴木里奈、バリトンに野々山敬之、ピアノに宇
野伊世の皆さんを迎えての楽しいコンサートと
なりました。Jシュトラウスの「春の声」、シュー

ベルトの「野ばら」、モーツァルトの「フィガロ
の結婚」、山田耕作の「この道」など３名の歌手
とピアノ奏者、計4名の皆さまがたっぷり12曲
を歌い上げていただき、堪能させていただきま
した。
　最後に、長年にわたり尾張支部総会の司会を
していただきました小野乃里依さんが、今回を
もって引退されるということでご挨拶がありま
した。長い間お疲れ様でした。ありがとうござ
いました。

≪第４部：記念撮影≫
　例年通り、参加者全員の記念撮影ができまし
た。

≪第５部：懇親会≫
　残念ながらコロナウィルス感染拡大防止のた
め中止となり、散会いたしました。

　尚、来年度の尾張支部総会の日程・場所が決
まりました。
　令和５（2023）年度の尾張支部総会は、令和
５年（2023）年４月8日（土）名古屋文理大学文化
フォーラム（稲沢市民会館）小ホールが予約でき
ました。来年は、何とかフルバージョンで実施
したいと思います。

記：尾張支部長　伊藤 美保（D44）

出羽先生ご講演

集合写真

ミニコンサート
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　令和4年4月23日（土）に会員相互の親睦と交流
を目的に、若手・女性部会主催の「第10回名古
屋工業会大阪支部交流サロン（Web講演）」を開
催いたしました。若手現役やシニアも含めた楽
しい交流会となりました。
　今回は、初参加の９名を含め、名古屋、横浜、
石川から参加があり、37名の多数参加となりま
した。懇親会はございませんでしたが、講演と
質疑、懇話で約２時間30分の賑やかな交流会と
なりました。

第10回 大阪支部交流サロンの開催（Web講演）
　講演タイトルは、『奈良大学通信教育課程を
卒業して』と題して、元光洋精工の横山誠（K47）
様に、通信教育の内容・特徴と卒論「明治の神
葬祭の展開と限界」の紹介、及び地域の歴史情
報の調査（大塩平八郎の乱等）とライフワークで
ある「歴史探訪」活動のお話をしていただきまし
た。
　Web会議が初めての方には事前に接続テス
トも実施いたしました。

記：坪田博隆（Ｍ51）

１．奈良大学通信教育部　文化財歴史学科の紹介

３．卒業論文　奈良県の神葬祭調査地域

５．地域の歴史調査１　大塩平八郎檄文

２．奈良大学で学んだこと、良かったこと

４．卒論調査　十津川村神社の祖霊社

６．地域の歴史調査２　堺百舌鳥古墳の立地



報　告：
・今回の歴史探訪は、堺の環濠エリアと古墳エ
リアの名所を巡りました。百舌鳥・古市古墳
群が世界遺産となり、これら古墳を巡ること
を心待ちにしておりましたが、コロナ禍で施
設などの休止・制限などが続き、昨年の実施
予定の堺探訪がやっと叶ったものです。

・堺の歴史を調査してみますと、古墳時代には
5世紀に多くの巨大古墳が造られ、戦国時代
には国際貿易港として栄え、堺からの鉄砲供
給で織田信長の天下統一に貢献し、更には明
治維新ではフランス水兵と交戦した堺事件が
起きています。これらの事より日本の歴史が
大きく動く時には、堺が関与していることが
理解でき、堺の果たした役割が非常に大きい
ことが分かりました。

・今回のツアーは堺港にある呂宗助左衛門の像
の見学から始めましたが、豪商ゆえに石田三
成らに妬まれて助左衛門は邸宅没収の処分を
受けます。彼はルソンに脱出し現地で更に貿
易活動をすることで現地でも豪商として活躍
した助左衛門のバイタリティーに参加者はみ
な感心したものです。

令和４年・大阪支部「春季歴史探訪の会」開催報告
堺巡り（環濠エリア、古墳エリア）担当：大阪支部「集いの会」横山誠・神戸孝

・南宗寺には徳川家康のお墓があり、大坂夏の
陣で、家康が後藤又兵衛に槍で殺害されると
いう言い伝えもあるというガイドさんからの
説明もあり、ミステリーが多く伝わる寺で非
常に興味深かったです。
・大仙公園内の日本庭園は市政100年と記念し
て昭和の小堀遠州と称された造園家・中根金
作さんの設計で造られたスケールの大きな庭
園です。多くの堺市民の憩いの場となってい
ました。
・仁徳天皇陵古墳は中国の始皇帝陵、ピラミッ
ドと並ぶ世界の３大古墳で、とにかくスケー
ルの大きさに感動しました。またこの古墳が
造られた時は、この古墳のすぐ横に海岸線が
あったことを理解し、中国や朝鮮半島からの
訪問者が、海から眺めた巨大な古墳に驚いた
ことが想像されました。
・久しぶりの探訪で結構歩きましたが、みなさ
ん快い疲れを感じながら帰路につかれまし
た。

記：横山 誠（K47）・神戸 孝（K50院）

「美々卯」での食事後 大仙公園日本庭園にて 仁徳天皇陵にて

日　時：令和 4年４月 24 日（日）　10：00 ～ 17：00　　　　参加者数：19 名
内　容：・呂宗助左衛門像（堺港）…戦国時代の堺の伝説的貿易商人。NHK大河ドラマ『黄金の日々』

・堺事件碑・天誅組上陸の碑…明治維新時、堺港が舞台となった事件。
・さかい利晶の杜（展示・体験館）…茶人千利休と歌人与謝野晶子の生涯、関係資料の展示。
・南宗寺見学…三好長慶が開山。重文の仏殿、山門、唐門や徳川家康の墓がある。
・履中天皇陵古墳…仁徳天皇陵古墳に次ぐ巨大古墳。仁徳天皇陵より古く 5世紀前半に築造。
・大仙公園日本庭園…堺市制 100 周年を記念して平成元年に開園。市民の憩いの庭園。
・堺市博物館…堺の古代、中世、近世、近代の歴史を分かりやすく解説・展示
・仁徳天皇陵古墳…世界 3大古墳であり、日本最大の前方後円墳




